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~鐸家変成帯は､低圧型の変成相系列に属する､日本の代表的夜変成帯の/つ

である｡ 長野県,北部木曽地方には､領家変成岩顛が広く布分し､変成度も･

非変成のものから最高温苦βのものまでほほ連続的に変わっている｡ 本研究

は､当地域の領家変成帯を変成分帯して､広域的濠温度構造を明らかにしたうえ

で､石灰岩原変成岩中に共存する方解石o石墨間の炭素同位体分配と変成度との･

関係を検討したものであるo その結果､一明らかに怒った諸点は次のように

要約される｡

I.変成分帯および変成条件

泥賀岩原変成岩に出現する変成鉱物の共生関係の解折から､当地域を次の9つ

の帯に分帯した｡ =:非変成帯､ ==:緑舵石帯､ =I=a:曹長石一票雲母帯､

==王b:中性長石一黒雲母帝､ =Ⅴ:董青石-ザクロ石一黒雲母帯､ Ⅴ:紅柱石一票.

雲母帯､ VIa:紅柱石-カリ長石帯､ VIb:珪線石-カリ長石帯､ Ⅴ==:董青石-

ザクロ石-カリ長石帯｡

各帯の変成温度および圧力を､記載岩石学的夜資料と相平衡実験の結果とを

比戟して､次のように推定した｡

=I･==Ia帯の境界(黒雲母アイソグデッド) :3300c,o. /75Kb｡ IV帯･

低温部:ゲ900c
.Ⅴ=a帯:5gOOc ,2｡

7Kb
0 Ⅴ=b帯低温部:占/5o

c■o vI=帯:占70'c,3o 5Kb c

I=o 方解石一石塁間の炭素同位体分配と変成度

変成分帯の結果明らかにされた変成条件を基準とし､変成石灰岩中に共存する

方解石と石墨の613c-618o を測定し､次のよう夜結果をえたo

方解石の613cec 値は､ =Ⅴ帯壇では+2%o前後ではぼ一定であるが､共存･

する石墨の613句= 値は変成度の上昇とともに-22%oから-g%o位壇で規則的

に高く浸っていく｡ 一方､エⅤ帯よb高変成皮では､方解石の613も=
値が

+2%.よbか夜b低い試料が認められる｡ そして､方解石の613も= 値の･

変化にもかかわらず､方解石と石墨間の炭素同位体分配△13もず(-613もナー613ck!
は､低温部でややばらつきを示すが､変成皮の上昇とともに規則的に小さく浸

る｡ このことは､方解石一石塁間で炭素同位体交漠平衡が成立しているこ･

とを示している｡ 低下変成作用の影響は認められ夜い｡ 各帯の変成温

度を基準として､ △13屯呼値を温度の関数として次のように定式化した｡



補 助 用 紙

△13ccc-gr=8･9Ⅹ106T-2-7･1 (T: OK)

この式は変成灰応の温度範囲(270-占50O c)に適用できる｡

II=r 同位体交摸の低温限界

非変成帯および変成帯低温部(Il帝)から得られた石灰岩の方解石･石墨の炭

素同位体比を検討した｡ 非変成石灰岩の方解石･炭質物の 613c値は､そ

れぞれ+c2%｡,-c2
c2 %｡前後で､堆積性海成石灰岩および砕屑性有機物の値を示

しているo 変成石灰岩中の石墨の613c値は､平均値が約-′ 7%.で､非変

成のものよbも明らかに重くをっている｡ この石墨は有機物起源で､もと

もとは-c22%｡前後であったと考えられる｡ 石墨の613c値の増加は､方解石と

の同位体交換の結果であb､それゆえ､炭素同位体交換は==帯のよう濠低温域

でも行濠われたo ==帯で認められる△13qx=4直の最大は23%oであb､前
述の温度スケールのc270O cに相当するo この温度が炭素同位体交換の

行夜われる最低温度と推定される｡

ェⅤ･脱炭酸反応の影響

エⅤ帯からは､石灰岩中の苦灰石と石英が反応をはじめ､脱炭酸反応( COユ放出

反応)がおこっているo 脱炭酸反応に伴う方解石の炭素･酸素同位体分刺

の検討を行売ったo 石灰一珪酸塩鉱物を多く含み､脱炭酸反応がすすんで

いると考えられる試料では､方解石の-3c
･t%o･は堆積性石灰岩の値よb著しく

減少しているo
一方､脱炭酸反応がすす壇浸かったと考えられる試料では､

613c,(518d直は堆積性石灰岩の値と変わってい凌い｡ 以上から､脱炭酸反応

による重い同位体の減少が､高変成度の方解石において顕著に認められること

が明らかに浸ったo しかし､ l曾o に比べて(3cの滅少が顕著であb､脱

炭酸反応だけでは説明が困難であるo 泥質岩原領家変成岩の石英の618o値､

当地域の塩基性岩原変成岩の方解石の618o 値､高変成石灰岩の618o値の3

つを此戟検討した結果､酸素に関しては石灰岩と変成流体との間で同位体交換

が行夜われ､それが高変成石灰岩の方解石の618o値を規定した､と推定され

るo
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